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演 題： Policy and R&D on IT Convergence in Korea - Focused on R&D of KAIST 

Institute for IT Convergence 
 
講 師： Dong-Ho Cho 教授 

韓国科学技術院情報技術融合研究所長 
 
日 時： 2010 年 10 月 25 日（月）10 時 00 分～12 時 00 分（受付開始 9 時 30 分） 
 
場 所： 科学技術政策研究所会議室（霞ヶ関ビル 30 階 3026 会議室） 
 
言 語： 英語（同時通訳なし） 
 
講師略歴： 
   Dr. Dong-Ho Cho currently serves as the Director of the Online Electric Vehicle 
Project. He also has been a Professor of Dept. of Electrical Engineering at KAIST (Korea 
Advanced Institute of Science and Technology) since 1998 and a Director of KAIST 
Institute for Information Technology Convergence since 2007. His major research area 
could be classified into four sub areas which consist of mobile communication, green 
communication, magnetic communication, and online electric vehicle system. 

Previously, he received the B.S. degree in electrical engineering from Seoul National 
University (1979) and the M.S. and Ph.D. degrees in electrical engineering from the 
KAIST 1981 and 1985 respectively. He was a Professor in the Department of Computer 
Engineering at Kyunghee University from 1986 to 1998. Also, he served as the Advisor 
officer of Ministry of Information & Communication from 2003 to 2006, and a Chief of 
Center for Next Generation Mobile Communication at Ministry of Science and Technology 
from 2004 to 2006. 
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司会（福田） 本日はお忙しいところお集まりいただきまして、ありがとうございます。本

日は韓国科学技術院（KAIST）から Cho 先生をお招きし、韓国の ICT 政策と KAIST の取

り組みについてご紹介いただきます。では、開催に先立ちまして、主催者よりご挨拶申し

上げます。  
 

主催者（有本） 本日はお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。韓国科学

技術院（KAIST）情報技術（IT）融合研究所長である Cho 教授をここにお招きできました

ことを非常にうれしく思っております。今朝お伺いしたところによると、Cho 教授は新設

されたグリーン輸送学科の学科長も兼任されているそうです。現在、Cho 教授は、G20 サ

ミットの会議の準備で多忙を極めておられます。といいますのも、現在の韓国大統領の指

揮の下、ソウルで開催される G20 サミットに出席する各国首脳に向けてオンライン電気自

動車を紹介する準備をすでに開始されているからです。このようにご多忙にもかかわらず、

本日は、融合技術に関する現在の政策や、新しいグリーンイノベーションとグリーン輸送

を実現するための従来分野の統合について興味深いお話をしていただけるとのことです。

「グリーン輸送」とは、非常に印象的な言葉ですが、この言葉が意味するものには、自動

車だけでなく、飛行機やその他多様な輸送手段も含まれています。これから、Cho 教授に

は、1 時間余りにわたり講演をしていただきます。Cho 教授の講演後には、意見交換と質

疑応答の時間を設けております。最後になりましたが、本日お集まりいただきました皆さ

ま方に、重ねてお礼申し上げます。  
 
司会（福田） ありがとうございました。それでは、Cho 先生、よろしくお願いいたし

ます。  
 

Cho 私は、KAIST で IT 融合研究所（KI-ITC）の所長を務めています。本日の講演で

は、韓国の ICT と KAIST について紹介したいと思います。まず前半は、IT 融合に関する

韓国の政策と研究開発を紹介します。そして後半は、IT 融合研究の動向と結果を紹介しま

す。  
IT 融合研究の動向と結果を紹介する際は、最初に IT 融合に関する政策概要、すなわち、

韓国における IT 融合の計画的な戦略や主な研究開発プロジェクトを、次に KI-ITC とその

独創的な研究開発戦略およびプロジェクトを紹介します。  
また、今日の午後の CRDS との議論では、韓国と日本の共同研究項目についても取り上

げたいと考えています。私が用意しているのは、ICT に重点を置いた 6 項目、すなわち、

ワイヤレスパワー、オン／オフライン共存サービス、情報共有プラットフォーム、医療シ

ステム、第 5 世代移動通信システム、生物学と IT の融合ですが、新しいアイデアというも

のは、確かに説明するのが難しいものです。  
皆さんご存じのように、韓国の IT 産業は、ディスプレイ、携帯電話、半導体システム、

特にメモリシステムを中心とした分野において世界的な競争力を持っています。システ

ム・オン・チップ（SoC）に関しては、世界市場に占める韓国企業のシェアは非常に小さ

いですが、メモリシステムと半導体システムに関しては、世界的な競争力を有しています。  
韓国の IT 産業政策において、1960 年から 1986 年にかけては基盤整備段階でした。その

後、1987 年から 2003 年にかけて、さまざまな高速イントラシステムを整備し、インター
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ネットとモバイルサービスに対応しました。このため、この時期の政策は「Cyber Korea」、
「Electronic Korea」あるいは単に「e-Korea」、「Broadband IT Korea」などの名称にな

っています。  
2004 年から 2007 年にかけては、さまざまな需給システムが話題に上るようになりまし

た。この時期の政策は「IT 839 戦略」と呼ばれています。この「839」とは、8 つのサービ

ス、3 つのインフラ、そして、モバイルサービス、デジタルテレビサービス、ユビキタス

サービスなど 8 つのサービスをサポートする 9 つの成長エンジンを意味します。3 つのイ

ンフラとは、整備しなければならない有線インフラ、無線インフラ、USN インフラのこと

であり、9 つの成長エンジンとは、支援しなければならない移動通信システムやデジタル

放送システムなどの研究のことです。  
2008 年以降、韓国政府は融合に関する研究開発を推進してきました。政府が支援するの

は、自動車、造船、建設、医療、繊維、防衛、航空宇宙などの各分野を基盤とする 10 種類

の融合産業の研究です。現在、韓国政府は、これらと IT との融合産業を支援しています。 
このスライドは、研究開発政策について説明するものです。ここでは、最初の方向性が

新たな方向性へと変化しています。例えば、研究開発においては、クローズド戦略からオ

ープン戦略へと変化しています。また、重点技術においても、応用技術あるいは個別技術

から、基礎的な独自技術や融合技術へと変化しています。  
ご存じのように、融合からは独自技術が誕生することがあります。大半の技術は、研究

機関、産業界、大学が研究開発するものですが、独自技術は、従来技術を改良することに

よって得られるものとは限りません。独自技術とは、重要な従来技術の融合に基づいて得

られるものだと思われます。つまり、新しい市場や独自技術は、重要な従来技術の融合に

基づいて生み出されるのです。したがって、新たな市場を創出し、独自技術を獲得するた

めには、融合技術が極めて重要であるといえます。  
韓国の李明博大統領は、特に「577 戦略」への支援を推進しています。この 577 戦略で

は、少なくとも GDP 比の 5%が研究開発に投資されることになっています。また、この戦

略には、政府が支援しなければならない 7 つの分野も規定されており、その主要産業には、

自動車、造船、半導体、モバイル機器、ディスプレイなどの産業が含まれています。新た

な産業は、融合に基づいて創出されます。例えば、IT を基盤とした医療システムは新たな

知識ベースのサービスです。これまでは、大半のサービスが情報に基づくものでしたが、

これからは、情報が知識に変わらなければなりません。知識は、情報とは異なり、さらな

る価値を生み出すことがあります。  
韓国政府は、いわゆる｢577 戦略｣の下で、韓国が 7 大分野において世界的に重要な地位

を確立することも目指しています。  
また、韓国には、IT 融合に関する 10 種類の戦略的産業があり、このような戦略的産業

としては、自動車、造船、医療システム、防衛システム、航空宇宙システム、建設システ

ムなどが挙げられます。ソフトウェア分野における韓国の競争力は非常に低いため、韓国

政府は現在、ソフトウェア環境への支援を推進しています。中でも、政府が特に力を入れ

ているのは、組み込みシステム、ディスプレイシステム、モバイルシステム、テレビシス

テムで、これらは競争力のある製品に組み込むことが可能なシステムです。  
ソフトウェアシステムの種類は数多くありますが、ソフトウェアの場合は、世界での競

争に勝つことが非常に重要であるといえます。したがって、韓国では、さまざまなソフト
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ウェア分野の中でも、組み込みシステムを重要技術として選び、世界的な競争力をつけよ

うとしています。  
さらに、主要 IT システムでは、新たな「s カー」、「s ボート」を中心とした新製品をサ

ポートしています。皆さんご存じのように、iPhone、iPad といったいくつかの独創的な新

製品がすでに登場しています。そして、これらの製品に次ぐのが「 i カー」、「 i ホーム」、「 i
オフィス」です。このため、韓国では、「s（スマート）カー」、「s ホーム」、「s オフィス」

などと呼ばれる新製品を開発しています。この開発においては、特に将来、独創的なアイ

デアとなりそうな新しいアイデアを考案している者もいます。  
誰もが気付いていることですが、 iPad は iPod 化し、 iPod は iPad 化しつつあります。

そして、グーグルもまた、グーグル  TV、グーグルカー、グーグルオフィスなどを開発す

ることを発表しました。このような状況を受けて、韓国のエンジニアの大半は、これから

新製品となりそうなものを検討しています。  
さらに、放送や通信も新たなサービスに変わります。特に、インターネットは、「フュー

チャーインターネット」と呼ばれる新しい形態に変化します。将来のインターネットは、

従来のインターネットとは互換性がありません。つまり、この点が大きな問題となるので

す。将来のインターネットには、いくつかの問題があります。これらの問題を解決するに

は、従来のインターネットと互換性のある将来のインターネットを開発しなければなりま

せん。  
このスライドは、今後の研究についての概要を示すものです。基幹産業は、システム半

導体に基盤を置きますが、韓国には半導体システムでの競争力はありません。韓国が強い

競争力を誇るのは、メモリシステムの分野であり、半導体システムの分野ではありません。

このため、韓国政府は、半導体システムの分野であるシステム IC において世界的に通用す

る韓国企業を育成しようとしています。これが、韓国にとって解決しなければならない重

大な問題となるのは、融合が極めて重要な技術だからです。融合は、新しいアイデアや製

品を生み出す可能性も秘めています。したがって、システム IC はメモリシステムよりもと

ても重要であるといえます。韓国政府が半導体システムであるシステム IC の開発を支援し

ているのは、このような理由からなのです。  
韓国は、システム IC を中核として、自動車、造船、建設、医療システムなどの 10 種類

の世界的な IT 融合産業を確立することを予定しています。また、韓国政府は、IT 融合産

業を支援するために、ユビキタスネットワーク、ワイヤレスネットワーク、エネルギーシ

ステムなどで構成される IT 融合インフラを構築中です。韓国政府はさらに、グリーン IT
の確立も進めています。グリーン IT は、「グリーン・オブ・IT」あるいは「グリーン・バ

イ・IT」と呼ばれています。「グリーン・バイ・IT」とは IT 融合産業を、「グリーン・オブ・

IT」とは IT システムの向上をそれぞれ指す言葉です。  
このスライドは、IT 融合を促進するイノベーションとインパクトについて説明したもの

です。例えば、製品価値を重視したイノベーションは、次世代スマートフォンや次世代高

度車輌の開発によって高付加価値を生み出すことができます。  
韓国政府は、サービスイノベーションにも注目しており、「u ヘルス」や「e ラーニング」

にも重点を置いています。様々な IT 融合が可能ですが、今後期待できる市場は「u ヘルス」

と「e ラーニング」です。今後、人間の寿命がますます延びるにつれて、「u ヘルス」市場

も拡大すると思われます。  
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「u ヘルス」市場と同様に、「e ラーニング」ニーズも多様です。「e ラーニング」市場は

これからますます拡大します。このような状況から、今後、主要な融合サービスとなるの

は、「u ヘルス」市場または「e ラーニング」市場でのサービスであると思われます。  
プロセスイノベーションとして挙げられるのは、デジタル船舶や「 i ファッション」など

で、これらは政府によって開始されたものです。今後は、デジタル船舶がアナログ船舶に

取って代わるのと同様に、「 i ファッション」がアナログ式のファッションに取って代わる

と思われます。  
特に、韓国政府は、IT 融合分野で雇用を創出したいと考えています。IT 技術を活用する

場合、雇用が減少するかどうかは定かではありませんが、減少するとなると、大きな問題

となります。だからこそ、韓国政府は、新たな IT 融合市場で雇用を創出したいと考えてい

るのです。  
特に、韓国政府は IT 融合に基づくグリーン成長を掲げています。このグリーン成長は、

2 種類の戦略、「グリーン・オブ・IT」および「グリーン・バイ・IT」で構成されています。  
このスライドは、主要国における融合技術政策の状況を示したものです。日本は、2004

年の新産業創造戦略において、IT、バイオ、ナノなどのさまざまな分野の融合技術政策を

掲げていました。しかし、重要なのは、詳細な戦略を策定し、新製品を製造することです。  
ここからは、韓国における IT 融合の戦略の計画について簡単に説明します。まず、重要

テーマの提案書を作成するため、いくつかの段階を踏みました。初期段階では、産業界、

大学、研究機関に対してニーズ調査を行いました。計画チームが、新しいアイデアの基準

として考えているのは、新しいアイデアの独自性や市場性などです。したがって、次世代

研究開発プロジェクトには、いくつかの提案書が選ばれると思われます。IT 自動車、IT 造

船、IT 建設、IT 繊維、IT 医療、IT 機械など、各分野にはさまざまなアイデアが存在して

います。  
また、現在のところ、6 つの融合産業が IT ベースの製品、すなわち、自動車 IT、造船

IT、機械 IT、繊維 IT、医療 IT、建設 IT の融合製品を開発しており、他の 4 つの IT 融合

産業では、IT 防衛、IT 航空宇宙研究などを含む新しい種類の技術が開発されています。  
当然のことながら、新しいプロジェクトを推進するには、IT 融合分野でのロードマップ

を描く必要があります。我々は、技術や市場の動向、競争力、市場規模など、いくつかの

要素を考慮しなければなりません。  
したがって、我々は ICT に関する 6 つのロードマップを作成しました。最初に作成しな

ければならなかったのが、推進する関係分野を特定するためのロードマップでした。この

ロードマップでは、IT 自動車システム分野、造船 IT 融合分野におけるデジタル造船シス

テム、IT 建設分野におけるスマート SOC、IT 機械システムにおける知識ベースのリアル

タイム生産システム、繊維システムにおけるデジタルスマート繊維、IT 医療システムにお

ける使いやすいパーソナルキャストを推進分野として特定しました。  
特に、IT 融合を計画する場合は、イノベーション政策が極めて重要になります。このた

め、我々は現在、4 つの戦略を検討しています。その第 1 の戦略は独創性です。独創性は

非常に重要なものです。独創的なアイデアがあれば、成功を収めることができます。しか

し、独創的な新しいアイデアがなければ、成功を収めることはできません。つまり、もっ

とも重要な要素こそが独創的なアイデアなのです。  
第 2 の戦略はオープンイノベーションです。あらゆる分野の専門家が関与して、限界に
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関する問題を解決しなければなりません。この点こそが、従来研究のテーマと融合研究の

テーマとの大きな違いです。  
第 3 の戦略は市場主導です。我々は新たな市場について検討しなければなりません。新

たな市場では、新たな種類の製品が使用される可能性があります。したがって、将来の市

場で使用される可能性のある新たな製品について検討する必要があります。なぜなら、あ

らゆるニーズは市場に基づいて生み出されるものだからです。  
第 4 の戦略における重要な要素は商業化重視です。大半の製品は、独創性、デモンスト

レーション、そしてある種の応用プロトタイプを基礎としますが、商業化重視も非常に重

要です。したがって、政府は商業化重視のさまざまな規制に対応する必要があります。  
このスライドは、IT 融合の枠組みを示すものです。短期的には、先進グリーンシティ、

IT 融合システム、放送通信融合サービスといった製品の開発が可能です。中期的には、水

調節、CO2 削減エネルギー、LED 技術といったサービスの開発が可能です。長期的には、

グリーン輸送システム、ロボット応用、バイオ医薬品の開発が可能です。  
このスライドは、IT 融合製品と IT コア技術を示すものです。造船システムの場合は、

センサー、コンピューティング、ネットワークに関する IT 技術が含まれていなければなり

ません。また、医療システムの場合にも、センサー、コンピューティング、ネットワーク

に関する技術が組み込まれていなければなりません。  
ここからは、韓国における IT 融合の最近の研究開発プロジェクトについて説明します。

韓国政府は、今後 5 年以内、つまり 2015 年内に世界トップ 5 の IT 融合大国になることを

目指しています。初期段階において、政府は、2015 年までに世界的な融合製品を 10%増加

させるとともに、IT 融合部品の現地化比率も 35%にしたいと考えています。韓国の部品メ

ーカー数がシステムメーカー数よりも多いかどうかは分かりませんが、携帯電話やディス

プレイシステムなどで使用される部品は大半が外国製です。このような理由から、韓国政

府は、IT 融合産業を重視する部品メーカーを支援したいと考えているのです。  
韓国政府は、IT 融合の国内市場の創出を目指しており、2015 年までにその市場を開拓し

ようとしています。政府は、国内市場を創出するために、次の 4 つの事項を実験的に開始

しました。第 1 は人的資源を考慮して独創的な融合能力を向上すること、第 2 は IT 融合市

場を創出すること、第 3 は IT 融合部品産業を推進すること、そして、第 4 は IT 融合イン

フラを整備することです。  
ご承知のとおり、ICT で最も重要な要素は独創的なアイデアです。独創的なアイデアは、

独創的な人々によって生み出されます。独創的な人々は、大学教育を受けた人々でなけれ

ばなりません。これは、ICT において非常に重要な要素であるといえます。  
初期段階で、独創的なアイデアを生み出す必要があります。そして、独創的なアイデア

が生まれたら、次はコンセプト設計を行わなければなりません。コンセプト設計は、建設、

機械、化学、材料、電気、制御科学、設計などの融合システムを通じて行わなければなり

ません。コンセプト設計には克服しなければならない数々の障害があるため、これは非常

に難しい作業となります。このような問題を解決するためには、さまざまな分野の一流の

専門家が関与する必要があります。  
第 3 段階では、障害を克服することによって、独自技術と新製品を開発します。  
最終段階では、政府の規制によって、新しい市場の成長を促進します。そのためには、

独創的な IT 融合能力を向上させなければなりません。韓国政府は、特にスマートフォンシ
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ステムにおいて、促進に関する問題をいくつか抱えています。ご存じのように、サムスン

電子は世界第 4 位のスマートフォンメーカーであり、携帯電話端末全体の市場では第 2 位

です。しかし、今後は、多くの携帯電話端末が iPhone に切り替わります。こうなると、サ

ムスン電子は第 4 位に後退します。これは、サムスン電子の携帯電話端末ビジネスにおけ

る危機といえます。したがって、サムスン電子は現在、将来性が見込まれる新製品につい

て検討を重ねています。  
それでは、今後、iPhone と iPad はどのように進化していくのでしょうか。iPhone と iPad

はどのように融合していくのでしょうか。我々はさらに、iPhone、iPad、「 i テレビ」など

をベースとした新しい融合製品についても検討しなければなりません。現在、我々は、「 i
ガラス」と呼ばれる新しい市場、すなわち新しい融合市場についても検討しています。「 i
ガラス」とは、ガラス、カラーテレビ、画面、音楽が融合した製品です。もし、「 i ガラス」

の価格が非常に安ければ、世界中のあらゆるディスプレイとガラスは「 i ガラス」取って代

わられます。ご存じのように、ビル・ゲイツ氏の発言によると、今後、世界中のあらゆる

パターンはディスプレイシステムに取って代わられるそうです。「 i ガラス」が同様の他の

製品よりも 3 倍安ければ、すべて「 i ガラス」に取って代わられることになるでしょう。我々

は、将来性が見込まれる新たな融合課題について検討を重ねています。  
また、韓国政府は、MIT メディアラボに似た新しい教育プログラムの支援も行っていま

す。このプログラムでは、韓国政府が大学を 1 校選んで、独創的な大学院生を教育します。

来年、韓国政府は新しい大学を 1 校選んで、新しい独創的な大学院生の教育を開始する予

定です。このため、韓国政府は現在、新しい独創的な大学院生に対する教育プログラムを

検討中です。この教育を受けた学生は、将来、融合産業で働くことになっています。  
教育プログラムに加え、第 2 には、IT 融合部品産業を推進する必要があります。ご存じ

のように、サムスン電子は世界第 2 位の携帯電話端末メーカーですが、移動通信システム

に関する独自技術は持っていません。サムスン電子は、チップセットのほとんどをクアル

コムから輸入しており、約 5.75％ロイヤルティーが課せられています。このように、サム

スン電子は、利益の大部分をクアルコムに支払わなければなりません。これは重大な問題

です。このため、韓国政府は、将来性が見込まれるコアチップセット技術を開発したいと

考えています。  
私は、世界中で使用可能な第 5 世代移動通信システムの部品を開発することを主張して

います。政府は、第 4 世代移動通信システムの開発を検討していますが、すでにほとんど

の国で、いくつかのコア技術が開発されています。私は、このような理由から、韓国はこ

れから主流となる第 5 世代移動通信システムを開発すべきであると主張しています。そし

て、融合分野において独自技術を創出しなければなりません。  
それでは、第 5 世代移動通信システムにおいて、どのようなサービスを開始する必要が

あるのでしょうか。この答えは誰にも分かりません。しかし、我々はこの点について検討

していかなければなりません。我々は、オン／オフライン共存、透過性ディスプレイ、モ

バイル 3D といった、これから利用可能な新しいサービスを見出す必要があります。私は、

3D フルハイビジョン、透過性ディスプレイ、オン／オフライン共存がこれから普及するサ

ービスであると主張しています。  
これら 3 種類のサービスを提供するには、まず、これらのサービスに対応できる新しい

技術を開発しなければなりません。多層マルチチャンネルアクセスネットワーを開発する
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必要があると私は主張しているのですが、誰も私の意見に同意してくれません。とはいえ、

私はこの主張を取り下げるつもりはありません。  
例えば、多層マルチアクセスを利用することにより、空間を最大限に活用できるように

なれば、電気分極や磁気分極などのさまざまな分極技術だけでなく、微小電力も利用でき

るようになると思われます。この場合、空間利用を 10 倍、30 倍に増やすことが可能とな

ります。また、仮想サラウンドネットワークシステムを利用する場合は、国内消費を 30 文

の 1 にまで低減できる可能性があります。この点が、従来システムと新しいアクセスネッ

トワークシステムとの大きな違いです。  
特に、サムスン電子は、自動車システムで利用可能なシステム IC の開発について、現代

自動車と話し合いを進めています。とはいえ、主導権は現代自動車が握っており、サムス

ン電子はシステム IC を含むメモリ IC の導入をサポートしています。IT 融合産業では、IT
産業のほとんどが重要な役割を果たすことになります。しかし、IT 自動車産業の場合は、

自動車産業が重要な役割を果たします。  
IT 融合市場とは非常に巨大なものです。新たな市場は、政府の支援によって創出しなけ

ればなりません。最初の市場は、政府が支援できることを証明することによって創出する

必要があります。また、規制も非常に重要です。IT 融合プログラムには数々の問題があり

ます。例えば、WiMAX 携帯電話システムでは、競合する利益が原因となり、規制に関す

るさまざまな問題が発生しています。そして、医療と IT の分野でも、韓国はアメリカと比

べて、医療融合モバイルシステムに関する問題を多く抱えています。  
第 4 に、融合サービスに対応する IT 融合インフラを整備する必要があります。融合イン

フラは、民営化し、世界中に拡大しなければなりません。新たな市場を支援するには、第 1
に政府が融合インフラを構築しなければなりません。  

ここからは、各種 IT 融合産業について説明します。まずは、自動車産業についてです。

自動車産業の場合、駆動接触部品やスマートカーが非常に重要になります。コア技術につ

いては、海外および国内メーカーが開発したものがいくつかあります。日本の場合は三菱

自動車などが、韓国の場合は LG Innotek などがコア技術を開発しています。  
第 2 は、デジタル船舶と造船についてです。造船システムの場合、さまざまな利益を生

み出すためには、IT を活用して設計、建造、航海、整備を行うことが非常に重要です。こ

のような造船システムは、従来のアナログ船舶に対して、デジタル船舶と呼ばれています。  
これが、いわゆるスマートアクティブ SOC です。正確なところは分かりませんが、すで

にほとんどの建設がデジタル建設になっています。人的労働力は、ロボットシステムに取

って代わられます。さまざまなデジタル技術が、造船、設計、整備、検証に適用されるの

です。  
第 4 は、知識ベースのリアルタイム生産システムについてです。日本を代表する企業で

ある三菱重工や、韓国の大手企業である現代重工が、このシステムを開発しています。今

後、ほとんどの機械製品システムが、融合分野においてデジタル化されることになります。  
第 5 は、デジタルスマート繊維システムについてです。タスクモニタリングシステムに

対応するために、アナログ繊維システムはデジタルスマート繊維システムに切り替えられ

ます。デジタルスマート繊維システムの場合、さまざまな仮想エリアネットワーク技術を

利用して、デジタル繊維から得られる多様なデザインを点検および修正することが可能に

なります。  
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第 6 は、コンテキストアウェアを活用した、患者にとって使いやすい個人医療システム

についてです。皆さんご存じのように、人間の寿命はますます延びています。これにより、

患者のモニタリングシステムもますます拡大すると思われます。IT 融合システムの場合、

バイオチップや医療診断システムが、人々の長い人生を支えるために今後普及すると思わ

れます。  
ここからは第 4 部として、KI-ITC を紹介します。KAIST は 8 つの研究機関から成りま

す。我々が所属するのは KAIST の IT 融合研究所で、KI-ITC と呼ばれています。我々の研

究所では、知識社会においてユビキタスモバイルを活用することにより、健康的な生活を

実現することをビジョンとして掲げています。また、我々は、IT 融合の分野で世界トップ

の研究機関となることを目標にしています。この目標を達成するために、我々は 2 つの戦

略を推進しています。1 つは技術イノベーションであり、もう 1 つは新たな研究分野です。  
技術イノベーションの分野では、自動車、機械などの IT 融合技術を開発しています。ま

た、新たな研究分野を確立するために、「 i ガラス」や「 i カー」など、IT 融合における新

たな研究アイデアを創出しています。我々はこのようなアイデアを、「グローバルカー」や

「 i カー」とは呼ばずに「s カー」と、「 i ガラス」とは呼ばずに「s ガラス」と呼んでいま

す。そもそも「 i ガラス」は、我々の研究機関が研究を開始した製品なのです。  
我々の研究機関では、第 1 段階において、融合チームが新たなアイデアを創出します。

新たなアイデアが創出されたら、融合チームが製品のコンセプトを設計します。設計が完

了したら、融合チームによる新たなアイデアの検証を KAIST が支援します。その後は、検

証された新たなアイデアを政府が支援することになります。最初の検証は KAIST が支援し

ますが、検証されたアイデアは政府が支援することになります。このように、我々は、世

界初の、あるいは世界最高の融合研究成果を挙げることを目指しています。  
KAIST は 8 つの研究機関から成ります。そして、我々の研究機関は、未来機器チーム、

バイオメディカルチーム、知識融合チーム、通信チーム、未来自動車グループを含む 7 つ

の研究チームから成ります。ここには、5 つの研究チームがあり、2 名の助手が在籍してい

ます。  
我々の研究機関の場合、13 名の研究科教授が IT 融合技術の開発に参加しています。ま

た、32 名の専任研究員が新たな融合技術を開発しています。  
ここからは第 5 部として、KI-ITC の独創的な研究開発戦略について説明します。KI-ITC

では、新たな融合技術の開発に 13 名の研究科教授が従事しています。  
我々の研究機関には、2 つの戦略があります。1 つは基礎研究、もう 1 つは革新的研究で

す。基礎研究は大学の融合チームが、革新的研究は大学と産業界の共同チームが行います。  
我々の研究機関の第 1 目的を達成するには、3 種類の戦略が有効であると考えています。

第 1 は世界初、世界最高の研究、第 2 は専門化と集中、第 3 は組織的な計画と検証、第 4
は提案です。この提案は、特に、知識社会に到来したユビキタスモバイルを実現すること

を目的としたものです。我々はこれらの戦略を基に、融合研究プロジェクトを設立し、13
専攻からなる融合人材を得ました。特に、新たなアイデアを創出するために、我々は融合

TFT を運営し、融合アイデアコンテストも開催しました。  
概要をご説明すると、まず、トップダウンアプローチを考慮して、さまざまな融合 TFT

を運営すると同時に、ボトムアップアプローチを考慮して、独創的なアイデアを得るため

のアイデアコンテストを開催しました。次に、コンセプト設計を行い、新製品のコンセプ
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トを設計しました。コンセプト設計後、この新たなコンセプトをシミュレーションなどに

より検証し、最終的に政府から研究費を得ることができました。  
このスライドは、融合 TFT によるトップダウンアプローチを説明したものです。ここで

は、セミナーや会議を行い、会議で決定された期間に TFT が実施されます。実施される

TFT にはいくつかの種類があります。  
第 2 のアプローチであるボトムアップアプローチは、「融合アイデアコンテスト」と呼ば

れています。このコンテストを通じて、新しいアイデアが提案された後、コンセプト設計

が実施されることになります。KAIST の研究費により新しいアイデアが検証されると、検

証されたそのアイデアは政府により支援されることになります。  
このスライドは、未来デバイスに関するアイデアコンテストについて説明したものです。

このコンテストには、約 100 点のアイデアが提出され、金賞 2 点が選出されました。金賞

のうち 1 点は電子ポスト・イットに、もう 1 点は「Puripura」に授与されました。工学科

に所属する独創的な学生が提案した「Puripura」というアイデアを基に、我々は折り畳み

と拡張が可能なキーボードとソフトウェアを開発しました。この電源不要の折り畳み式ワ

イヤレスキーボードは、現在、産業界による製品化が進んでいます。折り畳み式キーボー

ドのサイズは、手に収まる予定です。このパッケージを開くと、キーボードをもっと便利

に使用することができます。  
第 2 のアイデアは未来テレビに関するものです。未来テレビコンテストは、約 1 万名の

学部生と大学院生を対象に実施されました。このコンテストで選出された提案が、「 i ガラ

ス」と呼ばれる透過性のあるテレビでした。「 i ガラス」は、画面、カラーテレビ、ビデオ

など、いくつかの機能を備えたガラスです。  
第 3 のアイデアは未来建設に関するものです。これには、消火のための相補的にネット

ワーク化した建物などのいくつかのアイデアがあります。このような建物では、消火を行

うために、周囲のあらゆる建物が移動します。これは、特に都市部における新しいアイデ

アです。  
次は未来ウェブサービスに関するアイデアコンテストです。ウェブサービスの場合、今

後は知識ベースのサービスが普及すると思われます。したがって、ある種の意味的領域に

ついてのコンセプトを展開しなければなりません。  
最後にご紹介するのは、医療システムに関するコンテストです。このコンテストで提案

された新しいアイデアのいくつかは、健康問題を発見できるようにするというものでした。

東洋医学と西洋医学の技術を融合することにより、生体信号に基づき、前もって健康問題

を発見することが可能になると思われます。これは独創的なアイデアです。  
独創的なプロジェクトを生み出す場合、最も重要な要素となるのが独創的なアイデアで

す。アイデアを出した後、第 2 にコンセプトの設計、第 3 に新しいアイデアの検証、第 4
に研究計画の作成を行います。  

ここからは、独創的なプロジェクトに基づく新たな研究成果について説明します。最初

の項目は、フレキシブルディスプレイ用のフレキシブル基板です。我々の新しいアイデア

は、「Puripura」を基礎とするもので、産業工学科の助手が発見したものです。現在のとこ

ろ、このプロジェクトは全般的に失敗しています。なぜなら、ディスプレイを折り畳むこ

とができないからです。ほとんどのディスプレイで、折り畳み式を採用することなく柔軟

性を持たせることはできませんでした。しかし、我々は折り畳み可能なディスプレイシス
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テムを開発したいと考えています。そのためには、3 種類の折り畳み技術を開発しなけれ

ばなりません。現在、折り畳み可能な基板の開発には成功していますが、折り畳み可能な

回路とディスプレイの開発には成功していません。  
ディスプレイと回路は折り畳むと破壊されますが、基板は折り畳んでも破壊されません。

このように、基板の開発には成功しているのですが、ディスプレイと回路の開発にはまだ

成功していません。しかし、電子ペーパーは折り畳み可能ではないかと思っています。た

だし、電子ペーパーの場合、解像度の問題が残ります。  
また、従来の材料ではなく、新しい別の材料を使用した場合、回路を折り畳むことがで

きました。これこそ、新しい回路の開発に材料学科が参加した目的です。今後 2 年以内に

は、折り畳み可能な回路とディスプレイを開発できるのではないかと思っています。  
この製品は、ビニールの代わりとなる包装材料に応用できると思われます。ビニールの

場合、最長賞味期限は酸素透過性によって制限されます。賞味期限は食品の包装容器に必

ず表示しなければなりません。  
この製品と折り畳み可能な基板を使用した場合、食品包装では有効期限が 5 倍になりま

す。これは、包装材料分野における大きな成功です。  
ご存じかもしれませんが、電子ポスト・イットはハイテク材料用のシリコンによって開

発されました。しかし、この製品は成功しませんでした。この成果は、包装材料ではなく

ポスト・イットに応用することができましたが、導入段階における研究成果は、包装材料

に応用できることを示すものでした。  
このスライドは、電源不要のワイヤレスキーボードについて説明するものです。スマー

トテレビシステムを利用する場合は、おそらく、キーボードシステムがリモートコントロ

ールに取って代わります。ほとんどのエンジニアが、リモートコントロールシステムでは

なくキーボードシステムを展開することを主張しているのは、スマートテレビシステムで

はさまざまな情報を表示する必要があるからです。リモートコントロールシステムでは、

ある種の情報や知識を検索することができません。したがって、これからのスマートテレ

ビシステムを自宅や会社などで利用する場合は、キーボードシステムを使用する必要があ

ります。  
私は、このような理由から、スマートテレビを操作する場合は、キーボードが主要機器

になると推測しています。だからこそ、電源不要のワイヤレスキーボードが非常に重要に

なるのです。  
我々は、このように折り畳みが可能な電源不要のワイヤレスキーボードを開発しました。

このデバイスを開くと、キーボードを組み立てることができます。このキーボードでは、

さまざまな種類の文字を使用することができるため、情報を非常に効率的にスマートテレ

ビに入力できます。  
第 2 の項目は未来テレビシステムです。私が言っていた「 i ガラス」とはこの製品です。

このテレビシステムには、ガラス、ビデオ、カラーテレビ、ディスプレイの各機能が装備

されています。このような製品を開発するには、材料を変えなければなりません。また、

ディスプレイ技術も変えなければなりません。あらゆるディスプレイが、ガラス、壁、タ

イル、木などの物質に投射できなければいけません。この新しいアイデアは、我々の幹部

が提案したものです。いくつかの重要技術については、我々の研究所と産業界が部分的に

協力しながら開発を進めています。  
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第 3 の項目は建設 IT 技術です。これには、安全とラベリングに関するいくつかの問題が

あります。例えば、窓を開けると、騒音レベルは非常に高くなりますが、窓を閉めると、

騒音レベルは非常に低くなります。しかし、夏場は、エネルギーを節約するためにも、窓

を開ける必要があります。そうなると、騒音レベルは非常に高くなります。このような場

合に、建設 IT 融合技術を活用できると思います。センサーシステムおよびスピーカーシス

テムを窓に取り付ければ、騒音を予測すると同時に、このシステムを利用して騒音を打ち

消すことができます。コストを削減すれば、この重要な技術を活用して、非常に効率的に

エネルギーを節約することが可能になります。  
さまざまな研究を支援するために、我々はセンサー技術およびスピーカー技術の研究に

基づき、窓を開ける場合に利用する騒音除去技術を開発しています。  
センサーシステムおよびスピーカーシステムは、建設材料に組み込む必要があります。  
第 4 の項目は医療 IT 融合システムです。ほとんどの病気は血圧から発見できますが、患

者の大半は血圧異常に気付くことはありません。特に重病の場合は、患者が血圧異常に気

付くため、治療が不可能ではなくなります。したがって、私は、中軽度の病気でも血圧を

自動検出できるようにしたいと考えています。特に韓国の東洋医学技術に着目しながら、

東洋医学技術に基づいて生体信号を検出する必要があります。  
このため、我々は生体インピーダンスについて研究しています。生体インピーダンスが

大きくなれば、ある種の病気に関する問題が生じている可能性があります。このような場

合、我々は、患者が自身の血圧を感知していなくても、医師の診察を受けるよう勧告する

ことができます。  
第 5 の項目は未来コミュニケーションです。現在、我々は、韓国の国防を支援する新し

い実用的な情報通信ネットワークを開発しています。  
従来システムと比較すると、TICN の場合はネットワークが移動します。従来システム

では、基地局とサブシステムが固定されているのに対し、まったく新しい移動通信システ

ムでは移動性になっています。ただし、国防ネットワークの場合、ネットワーク、基地局、

移動局が移動するため、解決しなければならない問題がいくつか残っています。  
とはいえ、商用の移動通信ネットワークは今後、国内全域をカバーするものと思われま

す。人口カバー率については、韓国が約 30%、日本も約 30%になると推測しています。た

だし、過疎地域においては、この移動通信サービスをサポートすることはできません。  
何らかの危機が発生した場合、通信不能の状態になることがあります。これについては、

いくつかの問題が残ります。このサービスでは、日本および韓国の全土をカバーしなけれ

ばなりません。したがって、移動ネットワークのコンセプトを、商用の移動通信ネットワ

ークシステムに導入する必要があります。  
第 6 の項目はエネルギーIT です。家庭用電気製品やモバイル機器の場合、充電するのは

非常に面倒です。もし、家庭用電気製品から電源コードをなくすことができれば、テレビ

や掃除機を家庭内のどこにでも置くことができます。つまり、電源コードをなくせば、利

便性を向上させることができるのです。  
最後の研究項目は知識融合です。これにはさまざまなショッピングエージェントサービ

スがあります。このサービスでは、商品を検索すると、必ず情報がディスプレイに表示さ

れます。しかし、データ量や情報量があまりに多いため、何か 1 つを選択するということ

ができません。私は、このような理由から、各ユーザーのログオン ID や問い合わせ対応を
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利用することにより、知識ベースのまったく新しいショッピングエージェントを開発した

いと考えています。  
知識ベースの検索エンジンを使用することで、顧客に直接情報を提供することが可能に

なります。  
これで、私の講演を終わりにしたいと思います。ご清聴ありがとうございました。  

 
司会 Cho 教授、韓国の取り組みについて広範囲にわたりご紹介いただき、どうもあり

がとうございました。独創的なアイデアから融合技術を生み出し、新しい製品、サービス、

そして市場を創出するという韓国の戦略は、非常に素晴らしいものだと思いました。貴重

なお話をありがとうございました。  
それでは、ディスカッションに移りたいと思います。ご意見、ご質問などはございます

か。  
 

質問者 1 非常に興味深いのは、産業界、特に日本の産業界において、融合にはコスト

削減の意味が暗に込められていることです。実際、IT 融合とはまさに IT から分岐する産

業全体であるという印象を強く受けました。  
それはともかく、私が知りたいのは IT 融合の予算についてです。新たに割り当てられた

予算はありますか。現在の予算の一部をこの分野の予算と統合したいと考えておられます

か。可能であれば、この IT 融合に韓国が投入している研究開発費の総額をお聞かせ願えな

いでしょうか。  
 

Cho KAIST は、IT、バイオテクノロジー（BT）、ナノテクノロジー（NT）の融合研究

分野に 1000 万ドルを支援しています。一方、韓国政府は現在のところ、IT 融合分野に 2000
万ドルの研究費を支援しています。  

韓国政府から見れば、最も重要な融合産業とは、バイオ融合産業やナノ融合産業ではな

く IT 融合産業です。  
とはいえ、韓国政府はバイオ融合産業にも支援を行っています。その原因の１つは政治

です。現在のところ、バイオ融合産業の輸出規模は非常に小さいですが、今後、その市場

はますます拡大すると思われます。したがって、韓国政府は政治的観点から、バイオ融合

分野の大学研究機関と小規模なバイオテクノロジー企業にも支援を行っています。  
しかし、IT 融合産業の分野では、我々の大学の研究機関ではなく IT 融合産業が大半の

プロジェクトを実施してきました。IT 融合の場合、IT 融合技術の主要な役割を占めるのは

IT 融合産業です。  
ただし、バイオテクノロジー融合とナノテクノロジー融合の場合は、研究機関と大学が

主要な役割を担います。  
この点が、ナノテクノロジーおよびバイオテクノロジー融合と IT 融合との大きな違いで

す。  
 

質問者 2 Cho 教授は IT 融合産業についてお話しくださいましたが、この IT 融合産業

には、自動車産業、造船産業、建設産業などが含まれるのでしょうか。  
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Cho はい、従来のあらゆる業種の産業が含まれます。IT 融合とは、自動車 IT 融合、造

船 IT 融合、建設 IT 融合などを意味します。また、IT 融合には、医療 IT 融合と防衛 IT 融

合も含まれます。IT 融合に関する研究の総数は、今後ますます増えると思われます。ご質

問をありがとうございました。  
 

質問者 3 非常に素晴らしいお話をお聞かせいただきありがとうございました。韓国が

ICT 分野に積極的に取り組んでいることに強い感銘を覚えました。私の理解する限りでは、

韓国の GDP のうち相当部分をサムスン電子や LG エレクトロニクスなどの巨大 IT 企業が

生み出しているという意味において、韓国は非常に特殊な状況にあると思います。  
私がお伺いしたいのは、特に ICT 産業において、政府、産業界、大学がどのように連携

して、このような競争力を生み出しているのでしょうか。例えば、年間計画や予算を策定

するために、KAIST の年間計画に産業界の意見を反映させますか。一般に、政府や産業界

とどのように協力し合っていますか。  
 

Cho 新たな融合産業を創出するには、融合方法についての教育を行うことが非常に重

要です。韓国政府の場合は、知識経済部（MKE）が我々の新しい教育プログラムを推進し

ています。iPhone や iPad、i テレビなどの登場を考慮しながら、我々は新しい独創的な IT
融合製品を予測、設計、開発していかなければなりません。  

このような理由から、韓国政府は新しい独創的な IT 融合研究エンジニアの教育を支援し

ています。  
1 カ月前、新たな IT 融合教育大学として延世大学が選ばれました。政府は、延世大学の

教育プログラムに今後 5 年間で約 1700 万ドルを支援する予定です。  
資金の大半は政府とサムスン電子、SK テレコムなどの産業界が提供することになってい

ます。この資金は、政府と、事業者およびメーカを含む産業界が半分ずつ負担します。  
来年、ソウル大学、KAIST、浦項工科大学などの中から、第 2 の新たな IT 融合教育プロ

グラム校が選ばれます。  
延世大学では、新村キャンパスの新設学部である IT 融合の学部長として、世界的大企業

の前 CEO を選任しました。同校の IT 融合学部長の報酬は、延世大学学長の報酬と同額で

す。延世大学が運営する新村キャンパス IT 融合学部で全権を握るのは、サムスン電子の前

CEO である李基泰氏です。現在、我々が所属する KAIST では、政府と産業界が支援する

IT 融合教育プログラム校の次回選考に向けての準備を進めています。  
韓国では、新たな IT 融合教育校として 2 校の大学が選ばれる予定です。この 2 校には、

年間 1700 万ドル、5 年間で総額約 1 億ドルが支給されます。  
 

質問者 4 学生数は何名でしょうか。  
 

Cho 在籍しているのは、修士号を持つ大学院生が約 30 名、博士号を持つ大学院生が約

20 名です。  
第 2 に、政府は、新しい研究成果の導入とそのデモンストレーション用のインフラある

いはサービスを支援する必要があります。  
この場合、政府は規制の変更や新設を行い、ICT の新コンセプト製品を支援しなければ
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なりません。特に政府は、融合分野で生じる問題と格闘しています。例えば、皆さんご存

じのように、厚生部は医療を基盤としたモバイル施設に反対しています。しかし、知識経

済部は医療融合モバイル政策を展開することを強く主張しています。このように、厚生部

と知識経済部の考え方には大きな隔たりがあります。したがって、韓国の現職官僚は、こ

のような問題を解決しなければなりません。これは重大な問題です。私は、この種の問題

は、新たな力や国力が生じる初期段階で解決することが可能だと思います。  
国力が生じた後の中期段階では、利害対立が生まれるため、このような問題を解決する

ことはできません。しかし、新たな国力が誕生すると、その初期段階において変革が起こ

ることがあります。IT 融合に関連するこの種の政治的な問題は、新たな国力が誕生する初

期段階においては非常に容易に解決できるのではないかと考えています。  
第 3 に、政府は、研究費や税金などの面から IT 融合産業を支援する必要があります。特

に、今後主流となる機器の予測や技術の開発を行うためには、産学の関係がより緊密にな

るような支援を行わなければなりません。  
日本企業に比べて、これまでサムスン電子は独自技術の開発に関心を持っていませんで

した。サムスン電子のほとんどの技術は、外部から導入した累積的な技術に基づくもので

あり、自社で獲得した独自技術ではありません。これは、サムスン電子にとって重大な問

題です。サムスン電子は、大学と連携して、新しい独創的なアイデアを検討しながら、将

来利用される独自技術の開発に取り組んでいます。サムスン電子がこのような取り組みを

行えるのは、同社のエンジニアの大半が新製品の市場化に携わっているからです。大学は、

サムスン電子の連携先候補になり得ると思います。  
 
質問者 5 先ほどの講演において、7 分野の新たなアイデアについてご説明いただきまし

た。これらのアイデアのうちいくつかは、サムスン電子の社員が考えたものであるとのこ

とでしたが、どなたのアイデアだったのでしょうか。  
 

Cho アイデアの大半は、研究機関で働く研究エンジニアと幹部が生み出したものです。 
また、このようなアイデアの大多数は、官僚や韓国電子通信研究院（ETRI）のような政

府が支援する研究機関の職員によって提案されました。ETRI とは、IT および IT 融合分野

における代表的な研究機関です。  
アイデアのほとんどを生み出したのが ETRI です。ETRI は、IT のみを専門とする 3,000

名の研究エンジニアを擁する代表的な大手研究機関です。ETRI は、ITC を専門とする研究

機関に変わらなければなりません。したがって、プロジェクトのある期間は ETRI の積極

的な取り組みが必要です。アイデアの大半は ETRI が生み出し、そのアイデアは政府機関

である MKE が選別しました。  
皆さんご承知のように、サムスン電子もまた、今後解決しなければならない新たなアイ

デアを提案してくれました。しかし、サムスン電子は、政府あるいは誰とも、新たなアイ

デアを共有していません。サムスン電子の機密保護は非常に厳重です。したがって、我々

がサムスン電子の新たなアイデアを知ることはできません。現在、我々は、サムスン電子

で活用できると思われる新たなアイデアを提案しています。  
独創的なアイデアの大半は、大学や研究機関から集められたものでした。そして、政府

がこれらのアイデアを選別しました。  
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LG エレクトロニクスがアイデアを公開するのに対し、サムスン電子がアイデアを公開

することはありません。サムスン電子の情報を共有することは不可能なのです。サムスン

電子との共同研究についていえば、私はサムスン電子と 20 年間にわたり共に仕事をしてい

ますが、同社の核となるアイデアを教えてもらえたことはありません。  
我々が提案した新しい独創的なアイデアに対し、サムスン電子がそのアイデアの採否を

決定するのです。現在、サムスン電子の誰かが競争力のあるアイデアを開発していますが、

その開発中のアイデアがどのような状態にあるかを知ることはできません。  
 
質問者 6 貴重なお話をお聞かせいただき、ありがとうございました。先ほど、7 つの重

要なアイデアは主に ETRI が生み出したものであるとおっしゃいましたが、私はこの点に

非常に興味を覚えました。このアイデアコンテストはどなたのアイデアだったのでしょう

か。このアイデアコンテストの主催者について教えていただけますか。  
 

Cho 我々は、7 分野でアイデアコンテストを開催しました。最初の分野は未来デバイス

でした。今から約 3 年前の 2007 年のことですが、我々の学長が、今後 1、2 年以内に新し

い携帯電話が登場するだろうと言いました。この言葉を受けて、我々は新しいコンセプト

の携帯電話システムを準備することになりました。学長は、文化、設計、産業工学、電子

工学の各分野の専門家で構成された融合チームを編成しました。4 名の専門家が、新たな

携帯電話システムに重点を置いたプロジェクト計画を実施し、「フィーリングフォン」とい

うまったく新しい携帯電話システムを提案しました。「フィーリングフォン」には、ユーザ

ーフレンドリーで効率的なユーザーインターフェイス、同期データアップデート、言語翻

訳などの機能が搭載されています。つまり、この次世代携帯電話システムには、あらゆる

種類の機能が組み込まれているのです。我々の融合チームは、このシステムを「フィーリ

ングフォン（ fPhone）」と名付けました。  
我々は、このフィーリングフォンには、携帯電話、PC、ノートパソコン、MP3 などあら

ゆる機器間でのデータ同期や言語翻訳といったいくつかの機能が搭載されると言いました。 
また、このフィーリングフォンは、ある種のデータを検出および解釈したり、ある種の

情報をディスプレイに表示したりすることもできると言いました。  
このフィーリングフォンは、学長によると、どこの企業でも、また誰でも思い付くもの

だということでした。このため、我々は、高齢の教授ではなく、若い教授から新たなアイ

デアを得ることにしました。そして、何名かの若い教授と高齢の教授から成る融合チーム

を編成するというアイデアに至りました。しかし、若い教授陣から新しいアイデアが出る

ことはありませんでした。  
教授陣には専門知識があったため、かえって新しいアイデアを生み出すことができませ

んでした。つまり、ほとんどの教授には技術の限界が正確に見えていたのです。そのため、

常識を打ち破るような破壊的なアイデアを創出することも、また提案することもできませ

んでした。そこで、我々は、当校の学部生と大学院生が参加できるアイデアコンテストを

開催することにしたのです。  
 

質問者 6 学部生から新しいアイデアの提出はありましたか。  
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Cho もちろんありました。アイデアの大半は、当校の学部生と大学院生が提案したも

のです。  
 

質問者 6 専門家チームあるいはプロジェクトチームは、文化、設計など各分野の専門

家で構成されていたのでしょうか。  
 

Cho そうです。  
 

質問者 6 破壊的なアイデアは、学部生や大学院生が提案したのですか。  
 

Cho はい。工学やコンピューターサイエンスを専攻している大学院生からではなく、

その他の分野を専攻する学部生や大学院生から破壊的なアイデアが提出されました。この

ようなアイデアを提出してくれたのは、文化や設計などを専攻する大学院生でした。アイ

デアの大半が学部生から提出されたのは、彼らがまだ技術の限界を知らないことによりま

す。産業工学科や文化学科の学生は、技術の限界を知らない場合に、独創的なアイデアを

生み出すことがあります。  
 

質問者 6 ありがとうございました。  
 

Cho ほとんどの教授は、新しい独創的なアイデアに基づいて製品コンセプトを設計す

ることに貢献してくれました。  
 

質問者 7 もう一度、Cho 教授に、アイデア・コンテストの発展について詳しくご説明

をお願いします。また、別のお話の中で「重要性」について触れておられましたが、一体

何が重要なのでしょうか。そして、大学や政府が資金援助を行う最終プロジェクトはどの

ように選出されるのでしょうか。  
 

Cho KAIST の場合、新しいアイデアはボトムアップアプローチによって創出されまし

た。ほとんどのアイデアは、学部生あるいは大学院生が提案したものですが、特に学部生

からの提案が多かったです。大学院生の場合、新しい独創的なアイデアのほとんどは、イ

ンダストリアルデザインあるいは文化を専攻する学生から提案されたものでした。  
その一方で、私は、新しい独創的なアイデアを生み出すために産業界とも連携していま

す。ここでは、トップダウンアプローチが非常に重要になります。トップダウンアプロー

チの手法では、さまざまな分野の専門家に、例えば「 i オフィス」、韓国における「s オフ

ィス」、「サムスンオフィス」、「s カー」、「s ホーム」などの新市場への注目を促す必要があ

ります。  
したがって、今後の正確なニーズを考慮しつつ、国際文化や顧客の動向に関する調査を

早期に完了させなければなりません。そして、この正確な情報に基づいて、鍵となるアイ

デアを創出しなければなりません。  
ボトムアップアプローチの場合は、正確な知識を共有することができます。したがって、

さまざまなアイデアの提案が可能になります。ただし、新製品のコンセプト設計を行うこ
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とは不可能かもしれません。なぜなら、新しい独創的なアイデアに基づいて新市場のコン

セプトを設計するには、長い時間がかかるからです。  
このような場合は、新しい独創的なアイデアに基づいて新製品の基本コンセプトを設計

する方が得策かと思います。  
いずれにせよ、トップダウンアプローチの場合は、世界における文化、顧客ニーズなど

の動向を共有することが非常に重要です。  
ご存じのように、顧客や技術の動向に関するレポートは多数あります。したがって、我々

は、人々の生活や顧客ニーズ、技術などについての国際的な動向を共有し、新しい独創的

な製品の開発を支援するためのプログラムを創出しなければなりません。  
第 1 段階では、重要なコンセプトを共有し設計する必要があります。第 2 段階では、い

くつかの新製品を生み出す必要があります。第 3 段階では、コア技術を生み出す必要があ

ります。そして、第 4 段階では、コア技術の限界を克服することによって問題を解決する

必要があります。  
トップダウンアプローチは、新しいアイデア、製品、コア技術などを生み出す際に非常

に重要なアプローチとなります。  
ただし、KAIST では、人々の生活や文化、技術や市場などについての国際的な動向が分

からなかったので、新しい製品、アイデア、コア技術を自分たちで生み出さなければなり

ませんでした。  
文化、顧客ニーズ、技術についての動向をまとめたレポートは非常に高額で、その価格

は約 10 万ドルから、高いものでは 20 万ドルを超えることがあります。  
さらに、動向は時とともに変化します。6 カ月後たてば、動向は変わっています。1 カ月

後ですら、動向の修正が必要で、すでに別の動向が見えます。したがって、トップダウン

アプローチの場合は、正確な情報を共有しなければなりません。  
もし、知識が正確でなかったり、間違っていたりすれば、新しいアイデアのコンセプト

が無意味なものになってしまいます。  
 

質問者 8 これは重要なことですが、KAIST のアイディア・コンテストや関連するプロ

ジェクトは所内のイニシアティブで進められているものですか。おそらく、様々な研究者

が集まっておられるのですよね。多くのアイデアや人材を企画委員会の視点から選出し、

大学内でブリーフィングを実施され、政府によって支援するといったプロセスでしょうか。 
 

Cho はい、このプロジェクトは政府または産業界が支援しています。新しい独創的な

アイデアは、融合トレーニングを通して、多くの教授や研究者が製品に変えなければなり

ません。  
ある教授が専攻分野に関する優れた論文を書こうとしていれば、その教授は融合成果を

上げることに貢献できません。なぜなら、その教授は専門分野に関する自分の意見を持っ

ているからです。  
融合分野では、ほとんどの人々が同じ段階で作業を行わなければならないため、問題が

発生した場合でも容易に連絡を取って問題を解決することができます。  
ただし、教授の研究能力が非常に高い場合は、その教授が融合問題の解決に貢献するこ

とはできません。なぜなら、その教授は、新たな問題を解決するために多くの時間を割く
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ことはできないからです。  
融合プログラムでは、ほとんどの研究者と教授が共に作業を行わなければならないため、

問題解決のための努力も共に行うことができます。そして、大半の知識は、多くの教授が

常に共有しなければなりません。  
仮に、ある教授が多忙で、さまざまな融合ミーティングに出席することができないとし

ます。このような場合、この教授は、いつでも現在話題になっていない別の問題について

質問してくる可能性があります。これでは、問題を解決することができません。物事の進

行は一段ずつ進むものです。したがって、先のような状態では問題を解決できません。  
あらゆる専門家が、同じ段階に同時に関与しなければなりません。そして、新しい独創

的なアイデアは、シミュレーションや高性能コンピューターを利用して十分に検討し、新

しい解決戦略の検証を研究室で行わなければなりません。  
 

質問者 9 現在のところ、韓国における分野融合の中心人物は誰ですか。先ほどのお話

では、政府がプロジェクトを支援しているとのことでしたが、主に指揮を執っているのは

誰でしょうか。  
 

Cho 韓国の IT 融合には、何名かのプログラムディレクターがいます。MKE の場合は、

ICT のプログラムディレクターが技術、市場、規制などの各分野の問題解決に取り組んで

います。つまり、彼がプログラムディレクター（PD）になります。  
この PD は、かつて研究機関で機械関連の研究をしていました。  

 
質問者 9 その PD は、政府内ではなく、韓国研究財団で活動しておられるのでしょうか。 

 
Cho はい。PD はもともと、生産技術研究院（KAITECH）の研究者でした。しかし、

この 2 年間は、ICT 分野の PD として活動しています。  
また、韓国通信委員会（KCC）の場合は、プログラムマネージャーが IT 融合に取り組ん

でいます。彼はプログラムマネージャーです。  
 

質問者 9 MKE には何名の PD またはプログラムマネージャーが在籍していますか。  
 

Cho MKE に勤務しているプログラムマネージャーは、おそらく 10 名だと思います。

ただし、ITC には 1 名の PD がいます。情報通信システム分野には、MKE と連携している

10 名の PD が在籍しています。  
一方、KCC の場合は、放送通信融合分野に取り組む 6 名のプログラムマネージャーがい

ます。  
 

司会者 他にご意見、ご質問などはございませんか。  
 

質問者 10 スライド 46 で、人材について説明されていましたが、研究者と助教授の経

歴を教えていただけますか。どのような研究を行っておられるのでしょうか。また、専攻

分野は何ですか。  
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Cho 約 90 名の教授が IT 融合技術の開発に従事しています。教授陣は、材質科学、工

学、物理、化学工学、生物科学、機械工学など約 13 の関連学科に所属しています。  
 

質問者 10 社会科学や文化を専門とする教授はいらっしゃいますか。  
 

Cho いいえ。  
 

質問者 10 産業デザインを専門とする教授はいらっしゃいますよね。  
 

Cho 産業デザインといっても、文科系の学科とは異なります。  
 

質問者 10 非常に多くの分野の教授がいらっしゃるのですね。  
 

Cho そうです。  
 

質問者 10 ありがとうございました。  
 

司会者 他にございませんか。  
 

質問者 11 最後に、教育に関してもう一度お伺いします。先ほどのお話で、新しい教育

プログラムについて準備を進めているとおっしゃいました。同様の質問になってしまうの

ですが、具体的にはどのようなカリキュラムを計画しておられるのでしょうか。また、教

授陣はどのような分野を専攻しておられるのでしょうか。あるいは、他の分野から教授を

招聘されるのでしょうか。  
 

Cho ICT プログラムでは、IT 融合の研究エンジニアを教育するための新たなカリキュ

ラムを準備しています。このカリキュラムは、医療、法律、他者を説得して製品開発を推

進するための瞬時の意思決定など、さまざまな知識に基づいて教育を行うものです。  
第 2 に、ワイズパワー伝送技術、電力貯蔵や配電システムなどを基礎とするエネルギー

IT 融合教育を行います。  
ご存じのように、職場または家庭で使用できる電力貯蔵および配電システムは非常に重

要なものです。これらのシステムが家庭や職場に設置されれば、ピーク時の発電量を削減

することができます。  
電力貯蔵およびメンテナンスシステムを効率的に開発するには、融合が非常に重要にな

ります。電力貯蔵およびメンテナンスシステム分野の問題を解決するには、化学工学、機

械工学、電気工学の各分野を融合する必要があります。  
皆さんご存じのように、太陽電池効率が非常に重要になります。これは、化学工学によ

って解決しなければならない問題です。また、パッケージングも非常に重要です。熱放散

に関する問題も解決しなければなりません。耐久性も向上させなければなりません。この

ような問題は、機械工学分野の問題です。さらに、充電と放電を行うには、センサー技術

が重要になります。メンテナンスシステムを完成させるには、センサーとセンサーネット
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ワークに関する問題を解決しなければなりません。このような問題は、IT エンジニアが解

決しなければなりません。電力貯蔵およびメンテナンスシステムを開発するには、化学、

機械、電気の各分野のエンジニアから成る融合チームを編成する必要があります。  
 

質問者 11 しかし、一般の保守的な大手日本企業では、そううまくはいかないと思いま

す。このような企業は、有機化学や応用物理のような分野の大学院生よりも、新しい融合

工学のような分野の大学院生を雇用することをためらいます。韓国企業はどうでしょうか。 
 

Cho そうですね。サムスン電子の場合は、SAIT（Samsung Advanced Institute of 
Science and Technology）があります。サムスン電子には 3 層の研究機関があり、独自技

術は SAIT が開発します。SAIT では、さまざまな研究科学者と研究エンジニアが独自技術

を開発しています。  
また、サムスン電子には、2 種類の研究チームがあります。1 つは研究機関であり、もう

1 つは各種製品を商業化するためのチームです。  
融合チームは SAIT で活動していますが、解決しなければならない融合問題が山積して

います。これは、大学でコミュニケーションスキルについて教えていないことが原因です。

各エンジニアの意見が異なっているため、問題を解決できない状況です。  
融合問題を解決するには、コミュニケーションスキルが非常に重要です。最終的に、エ

ンジニアは他の研究分野の問題を理解しなければならないため、他者とのコミュニケーシ

ョンを取るようになると思われます。コミュニケーションが取れるようになった後、独創

的なアイデアを生み出すことができるようになるのです。  
しかし、独創的なアイデアの大半は無意味な場合があります。独創的なアイデアのうち

実行可能なものは、ほんの 10％です。とはいえ、我々は、新たなアイデアの提案を奨励し

ていかなければなりません。そして、高性能コンピューターを利用してシミュレーション

を行うことにより、新しい独創的なアイデアの実用性を検証しなければなりません。  
 

司会者 終了時刻になりました。Cho 教授、本日は非常に興味深いお話をお聞かせいた

だき、どうもありがとうございました。  
 

Cho ありがとうございました。  
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